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注目議案案
令和８.９.11（金）
総務文教常任委員会

令和８.９.11（金）
事業厚生常任委員会

議案第74号　令和8年度熊取町一般会計補正予算（第２号）の内訳

議案第74号に対する修正動議による減額補正

議案第64号～66号：工事請負契約の締結について（町立中学校屋内運動場空調設備整備工事）

追加額 総　額 主な内容

1億3,761万1千円 181億7,812万2千円

○くまとりふるさと応援寄附事業(臨時) 
　・クレジットカード等決済手数料� 200万円
　・ふるさと応援寄附支援業務委託料� 2,580万円 
　・ポータルサイト使用料� 720万円
○新たな地場産品創出等支援事業補助金（＃ふるさと納税3.0）
　・新たなふるさと納税返礼品の開発等に係る経費� 3,500万円
○保育事業補助金
　・民間保育所副食費高騰分に係る補助金� 908万9千円
　（令和8年10月～令和9年3月分� 児童1人あたり1,400円／月）
○給食費補助金
　・小学校給食食材費(加工品)高騰分、無償化分� 93万９千円
　・中学校給食食材費(加工品)高騰分、無償化分� 47万円
○図書館空調設備機器修繕に係る経費�  642万4千円

提案理由
1. 「民間用地（JRの土地）」への税金の投入は妥当性に欠ける
2. 厳しい財政状況のもと緊急性は認められず、優先順位も明確でない
3. JR側との費用分担など協議・検討や交渉が不十分

修正案 JR熊取駅北東側の緑化に係る経費の減額� △318万5千円

議案 中学校 契約の金額 契約の相手方 契約の方法
工　　　期

第64号 熊取中学校 9,720万7,000円 株式会社 トラスト 指名競争入札による契約

議決日から
令和9年3月12日まで

第65号 熊取北中学校 9,327万5,600円 阪和水道土木 株式会社

第66号 熊取南中学校 9,225万3,700円 三宅設備工業 株式会社

　熊取駅は町の玄関口であり、協議会から提案された景観づくりには意義がある。JRからの敷地提供や、整備後は協議会が維持
管理することも踏まえ、財政面やJRとの協議に課題はあるものの、事業費全額を削除する修正案には反対する。

　景観や住民さんの癒しになる緑化については推進したい考えで、緑化プロジェクトとして華やかで美しい駅前にと提案いただ
いている事には感謝し趣旨についても理解しているが、住民さんが立ち入れないJRの用地に、現状の厳しい町財政の下で税金を
投入するのは、優先順位の観点から現段階では適切でないと考え修正案に賛成する。

　緑化プロジェクトの皆さんの提案には感謝するが、①JR用地への税金の投入には問題がある点、②厳しい財政状況の中で緊急
性の低い駅前整備への支出の必要性に疑問がある点、駅利用者が必要としているのは待合場所の確保、③全額町負担・交渉の不備
の3つの点で修正案に賛成する。
　修正案を除く原案については、地方創生臨時交付金を保育所等副食費高騰分に活用し、物価高騰対策支援を講じているので賛成する。

坂上　昌史　

多和本　英一　（熊愛）

渡辺　豊子　（熊取公明党）

反対討論

賛成討論

賛成討論



【会派名】　維新：大阪維新の会熊取　みらい：みらい創生　共産：日本共産党熊取町会議員団　公明：熊取公明党　自民：自由民主

議員の態度表明（○賛成　×反対　△退場）態度が分かれたもののみ記載
（議長は、賛否同数の時のみ表明し、議案の成否を決定します。）

９月定例会審議案件 議員名 多和本 長田 石井 坂上
昌史 大林 河合 坂上

巳生男 江川 渡辺 二見 田中 文野
議長

会派名 熊愛 維新 維新 みらい みらい みらい 共産 共産 公明 公明 自民 熊愛
令和8年度熊取町一般会計補正予
算（第2号）【修正案】 ○ △ △ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―
令和7年度熊取町一般会計歳入歳
出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ―
令和7年度熊取町国民健康保険事業
特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ―
令和7年度熊取町後期高齢者医療特
別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ―
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９月定例会の
議案第68号

議案第71号

１．購入物品　証明書交付対応行政キオスク端末
２．契約の方法　制限付一般競争入札
３．契約の金額　1,023万円
４．契約の相手方　シャープマーケティングジャパン(株)

　熊取町が泉佐野市田尻町清掃施設組合（令和９年４月１日から泉州南清掃施設組合に名称変更予定）にその
構成団体として加入することについて、泉佐野市及び田尻町と協議するため、規約の全部を改正。

証明書交付対応行政キオスク端末の購入について

泉佐野市田尻町清掃施設組合への加入に関する協議について

熊取町議会から各関係省庁に提出した意見書
○核兵器禁止条約第１回再検討会議へのオブザーバー参加を求める意見書
○�「防災庁」発足を見据えた地方自治体との連携強化および防災体制の抜本的強
化を求める意見書



文野慎治議長

も く じ
９月定例会� 2～4ページ
令和８年熊本地震に係る見舞金� 4ページ
決算審査特別委員会� 5～7ページ
会派代表質問� 8～9ページ
大阪府町村議長会議員セミナー� ９ページ
一般質問� 10～12ページ
行政視察の受入れ� 12ページ
泉州南消防組合議会の動き� 13ページ
国際交流� 14～15ページ
議会カフェ開催しました� 16ページ
議会カフェ次回日程
12月定例会の予定

熊取、北、南中学校の体育館空調設備整備工事が着工！
証明書交付対応行政キオスク端末を役場に設置！

９
月
２
日
か
ら
25
日
ま
で
の
日
程
で
９
月
定
例
会
を
開
催

　

行
政
報
告
５
件
、町
長
提
案
議
案
29
件（
人
事
案
件
３
件
、条
例
関
係
６
件
、

補
正
予
算
４
件
、令
和
７
年
度
決
算
ほ
か
）、一
般
質
問
、会
派
代
表
質
問
を
行

い
、全
て
の
議
案
を
可
決
、認
定
し
ま
し
た
が
、令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て
は
、修
正
案
を
可
決
し
、一
部
減
額
修
正
し
ま
し
た
。

９
月
定
例
会

令
和
７
年
度
決
算
を

�

賛
成
多
数
で
認
定

　

こ
の
度
の
令
和
８
年
熊
本
地
震
に
よ
り
犠
牲
と
な
ら
れ
ま

し
た
方
々
の
ご
冥
福
と
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
町
議
会
で
は
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
を
支
援
す
る
た

め
に
、
令
和
８
年
熊
本
地
震
に
係
る
見
舞
金
を
大
阪
府
町
村

議
長
会
で
取
り
ま
と
め
て
頂
き
、
熊
本
県
町
村
議
会
議
長
会

に
送
金
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

令
和
８
年
熊
本
地
震
に

�

係
る
見
舞
金
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【一般会計】
　　歳入決算額	 169億450万6千円
　　歳出決算額	 168億1,119万2千円
歳入歳出差引額	 9,331万4千円
翌年繰越財源額	 4,130万6千円
　　実質収支額	 5,200万8千円

【特別会計】　　　　　  歳出決算額
国民健康保険事業 44億5,792万6千円
後期高齢者医療 10億3,478万3千円
介護保険 41億6,492万6千円
墓地事業 2,512万4千円

【公営企業会計】　　　　  総費用
下水道事業 10億6,515万7千円

令和７年度　一般・特別・企業会計決算状況

46.5%
8.5%
0.7%

0.5%
6.7%

4.0%

6.2%

0.0%
0.7%

11.9%

一般会計決算
168億1,119万円2千円

教育費

24億387万円

学校教育、生涯学習、図書館など
公債費

10億4,824万7千円

借金の返済
災害復旧費

89万8千円

災害からの復旧

消防費

6億6,858万3千円

防災対策、広域消防、
消防団など

土木費

11億3,069万6千円

道路、河川、公園の整備・
維持管理など

商工費

7,905万8千円

商工業の振興、観光など

議会費

1億1,548万円

議会運営、議員報酬など

総務費

20億724万7千円

民生費

78億1,932万9千円

高齢者・児童・障がい者福祉など

衛生費

14億2,524万7千円

健康、母子保健、環境保全、
ごみ処理など

農林水産業費

1億1,253万7千円

農業、森林保全など

歳 出

14.3%

※構成比は単純四捨五入しているので、合計しても100％にならない場合があります。

税務、戸籍・住民基本台帳、
自治振興など



質質質疑疑疑
ここがここが
    聞聞きたいきたい

　９月４日の本会議において、本委員会に付託された令和７年度の一般会計及び各特別会計等

の決算認定にかかる審査を、９月14日及び15日の２日間で行いました。

　各委員から活発な質疑がありましたので、一部をお知らせします。

大林隆昭
委員長

動
画
は

こ
ち
ら

決算審査 特 別
委員会

坂上巳生男
委員

二見裕子
副委員長

文野慎治
委員

石井一彰
委員

坂上昌史
委員

田中圭介
委員

	

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
第
３

農
園
も
収
穫
可
能
な
５
年

目
に
入
っ
て
き
た
。
熊
取

町
長
と
し
て
、今
後
ど
の

よ
う
な
方
向
に
進
め
て
い

く
の
か
？

問

	

産
業
化
活
性
化
基
金

事
業
は
２
年
連
続
、予
算

現
額
に
対
し
て
消
化
率
が

悪
い
。
も
っ
と
必
要
と
さ

れ
る
事
業
内
容
に
見
直
す

べ
き
で
は
？

問
　
　
　
令
和
10
年
の
自
走

化
も
勿
論
だ
が
、熊
取
の

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
町
内

外・大
阪
府
内
外
に
周
知・

広
報
し
て
い
く
。
補
助
金

が
ゼ
ロ
に
な
る
よ
う
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
皆
さ
ん

と
協
力
し
、い
い
ア
イ
デ

ア
を
出
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
こ
と
を
表
明
す
る
。

町
長

	

事
業
内
容
の
見
直
し

を
検
討
し
て
い
く
。

答

自
治
会

教
育

産
業
活
性
化

狂
犬
病
予
防

シ
ティ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

ふ
る
さ
と
納
税

	

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
専
門
家
へ
の
委

託
内
容
と
成
果
は
？

問

	

寄
付
希
望
額
に
対
し

て
、実
績
は
33
％
の
達
成

率
。
今
後
の
見
通
し
は
？

問

	

動
画
制
作
や
情
報
発

信
へ
の
助
言
を
受
け
、人

材
育
成
に
つ
な
げ
て
い
る
。

答

	

中
間
管
理
事
業
者
と

の
取
り
組
み
も
ス
タ
ー
ト

し
、目
標
達
成
は
可
能
と

考
え
る
。

答

	

自
治
会
の
加
入
状
況

と
、加
入
促
進
の
取
組
の

効
果
は
？

問

	

狂
犬
病
予
防
注
射
の

接
種
率（
59・０
％
）の
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
は
？

問

	

外
国
人
の
子
ど
も
等

に
対
す
る
学
習
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
派
遣
の
状
況
は
？

問

	

小
学
校・
中
学
校
介

助
員
の
人
数
は
ど
う
変
化

し
た
か
？

問

	

支
援
学
級
の
担
任
に

占
め
る
講
師
の
割
合
は
ど

う
か
？

問

	

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

に
よ
り
、教
職
員
の
業
務

時
間
は
ど
れ
だ
け
短
縮
さ

れ
た
か
？

問
	

ア
ン
ケ
ー
ト
が
出

揃
っ
て
お
ら
ず
、加
入
率

は
未
確
定
だ
が
、加
入
促

進
に
は
一
定
の
効
果
が
あ

る
。

答

	
従
来
４
月
に
入
っ
て

か
ら
送
付
し
て
い
た
案
内

通
知
を
、３
月
に
前
倒
し

し
て
送
付
し
早
期
準
備
を

促
す
。

答

	

年
間
５
６
５
回
の
派

遣
の
う
ち
、１
２
０
回
を

語
学・
日
本
語
支
援
に
充

当
し
て
い
る
。

答

	

小
学
校
は
令
和
６
年

度
50
人
か
ら
令
和
７
年
度

47
人
。
中
学
校
は
８
人
か

ら
５
人
へ
減
少
。
介
助
員

の
人
数
は
減
っ
た
が
、特

に
問
題
は
生
じ
て
い
な
い
。

答

	

小
学
校
は
28
人
の
担

任
の
う
ち
12
人
、中
学
校

は
８
人
の
担
任
の
う
ち
４

人
が
講
師
。

答

	

確
実
に
短
縮
さ
れ
て

い
る
が
、全
国
と
比
較
す

る
と
、ま
だ
業
務
時
間
は

長
い
状
況
で
あ
る
。

答
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下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
後

期
に
向
け
、更
新
費
用
な
ど

に
変
化
は
あ
る
か
？

問

	

国
の
交
付
金
の
内
示

率
が
低
下
し
、整
備
区
域

は
当
初
想
定
よ
り
縮
小
。

答

そ
の
他

福
祉
・
子
育
て

	
高
齢
者
補
聴
器
購
入

費
助
成
と「
聞
こ
え
の
相

談
」の
反
響
と
効
果
は
？

問

	

水
道
事
業
会
計
へ
の

一
般
会
計
出
資
金
が
従
来

３
０
０
０
万
円
で
の
推
移

か
ら
、6
年
度
は
１
６
２
０

万
円
へ
減
額
し
、7
年
度
３

０
０
０
万
円
に
戻
っ
た
理

由
と
水
道
料
金
へ
の
影
響

は
？ 問

	

ご
み
の
減
量
化
を
推

進
す
る
た
め
、生
ご
み
堆
肥

化
容
器
設
置
補
助
金
の
上

限
を
引
き
上
げ
る
検
討

は
？ 問

	

相
談
者
や
助
成
利
用

者
か
ら
高
い
評
価
を
得
て

お
り
、個
別
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
調
整
等
で
好
評
を
得

て
い
る
。

答

	

水
道
管
路
耐
震
化
に

対
す
る
基
準
に
基
づ
く
出

資
。
町
が
計
画
的
に
一
般

会
計
か
ら
継
続
出
資
し
て

い
る
こ
と
が
、耐
震
化
推

進
と
水
道
料
金
の
抑
制
に

寄
与
し
て
い
る
。

答
	

直
ち
に
上
限
２
万
円

を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
難

し
い
が
、状
況
を
見
な
が

ら
検
討
す
る
。

答

	

10
月
１
日
開
設
予
定

の「
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
」の
準
備
状
況
は
？

問

	

３
歳
６
ヶ
月
健
診
時

の
屈
折
検
査
の
成
果
は
？

問

	

委
託
先
と
開
設
に
向

け
て
順
調
に
準
備
を
進
め

て
い
る
。

答

	

令
和
５
年
度
導
入
以

降
全
員
に
実
施
し
、弱
視

等
の
早
期
発
見・
早
期
治

療
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

答

	
下
水
道
の
整
備
人
口

が
増
え
る
中
、有
収
水
量

の
減
少
は
想
定
内
か
？

問

	

使
用
料
収
入
は
、令

和
６
年
度
の
料
金
改
定
時

の
想
定
を
下
回
っ
て
い
る
。

答

	

保
険
者
努
力
支
援
分

と
、年
々
努
力
支
援
分
が

少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る

理
由
は
？

問

	

空
き
区
画
が
72
区
画

と
増
加
し
た
要
因
は
？

問

	

水
洗
化
人
口
等
が
増

加
し
て
い
る
一
方
で
、年

間
の
有
収
水
量
が
減
少
し

て
い
る
理
由
は
？

問

	

交
付
実
績
は
２
２
２

９
万
9
千
円
。
府
内
25
位
。

全
国
で
１
３
０
９
位
。 

本
町
の
被
保
険
者
数
は
７

３
１
１
人
を
対
象
と
し
て

い
て
、一
人
当
た
り
２
９

１
６
円
と
な
る
。

　
被
保
険
者
数
の
減
少
や
、

他
市
町
村
の
取
り
組
み
強

化
に
よ
り
少
な
く
な
る
。

答

	

墓
じ
ま
い
や
後
継
者

不
在
の
増
加
が
主
な
要
因
。

答

	

令
和
７
年
度
末
に

緑
ヶ
丘
地
区
の
整
備
が
完

了
し
水
洗
化
人
口
等
に
含

ま
れ
た
が
、下
水
道
使
用

料（
有
収
水
量
）の
徴
収
は

令
和
８
年
４
月
使
用
分
か

ら
と
な
る
た
め
、決
算
上

は
有
収
水
量
が
減
少
し
た

形
に
な
っ
て
い
る
。

答

国
民
健
康
保
険
事
業

墓
地
事
業

下
水
道
事
業

特
別
会
計
・
企
業
会
計
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反
対
日
本
共
産
党
熊
取
町
会
議
員
団

学
校
給
食
無
償
化
な
ど
評
価
す
る
が
、
職
員
の

削
減
や
ゴ
ミ
袋
値
上
げ
の
決
定
、
ひ
ま
わ
り
バ

ス
の
有
料
化
な
ど
住
民
福
祉
に
反
す
る
。

賛
成
み
ら
い
創
生

財
政
指
標
の
改
善
と
住
民
生
活
を
支
え
る
施
策

を
評
価
し
、
事
業
の
効
果
検
証
と
財
源
確
保
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
と
将
来
へ
の
投
資
の
両
立
を
期

待
す
る
。

賛
成
熊
取
公
明
党

各
種
の
支
援
策
成
果
を
高
く
評
価
。
行
財
政
改

革
で
財
政
好
転
を
図
り
、
持
続
可
能
な
行
財
政

運
営
に
期
待
。

賛
成
熊
愛
（
ゆ
う
あ
い
）

基
金
か
ら
の
繰
入
で
黒
字
決
算
を
維
持
し
た
も

の
の
依
然
厳
し
い
状
況
だ
。
更
な
る
財
源
確
保

や
前
向
き
な
行
政
改
革
に
期
待
す
る
。

賛
成
大
阪
維
新
の
会 

熊
取

厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
ふ
る
さ
と
納
税

や
企
業
誘
致
な
ど
「
稼
ぐ
改
革
」
を
進
め
、
財

政
基
盤
の
強
化
を
求
め
る
。



令和7年度の
成果を問う!

会派代表質問

大阪維新の会
熊取 長田　健太郎

1 町内循環バス運行事業について
2 地域活性化事業について
3 ふるさと応援寄付事業について

みらい創生 坂上　昌史 1 令和7年度決算について

日本共産党
熊取町会議員団 坂上　巳生男

1 防災体制の強化について
2 学校教育におけるＩＣＴの活用について
3 基金の活用について

熊取公明党 渡辺　豊子

1 行財政運営について
2 地方創生推進事業について
3 転入・定住促進事業について
4 子育てについて

会派代表質問は、令和７年度決算、主要施策の成果に対し考えを問う質問です。

　
　
本
町
の
10
年
後
の
公
共
交
通
を
ど
の
様

に
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
か
？

　
　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、運
転
手
不

足
な
ど
、公
共
交
通
を
取
り
巻
く
環
境
は
一

層
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る

中
、目
指
す
姿
は「
だ
れ
も
が
安
心
し
て
、快

適
に
移
動
で
き
る
、持
続
可
能
な
公
共
交
通

の
形
成
」を
掲
げ
て
い
る
。
令
和
11
年
度
の

目
標
達
成
に
向
け
、基
本
方
針
に
基
づ
く
施

策
や
事
業
を
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

問答

　
　
　
「
車
が
無
く
な
っ
た
ら
生
活
出
来
な

い
」と
い
う
不
安
を「
車
が
無
く
て
も
熊
取
町

な
ら
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
」と
い
う

安
心
に
変
え
て
い

く
事
が
必
要
。
町

民
の
移
動
と
暮
ら

し
を
守
り
続
け
て

欲
し
い
。

要
望

　
　
令
和
7
年
度
決
算
に
お
け
る
経
常
収
支

比
率
な
ど
の
改
善
に
つ
い
て
、本
町
の
財
政

構
造
そ
の
も
の
が
改
善
に
向
か
っ
て
い
る
結

果
と
評
価
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
　
目
標
の
一
つ
で
あ
る
基
金
繰
入
に
依
存

し
な
い
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
の
確
立
に

は
至
っ
て
お
ら
ず
、大
き
な
課
題
。

　
　
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
行
財
政
改
革
に

つ
い
て
、町
長
と
し
て
一
定
の
成
果
が
現
れ

て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
点
は
ど
こ
か
。

問答問 10
年
後
の
公
共
交
通
を
ど
の
よ
う
に

イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
の
か
？

　
　
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
見
直
し
に

お
い
て
、更
な
る
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た

効
果
が
一
定
現
れ

た
と
考
え
て
い
る
。

答

大
阪
維
新
の
会
熊
取　
長お

さ

田だ　
健け

ん

太た

郎ろ
う

令
和
７
年
度
決
算
の
町
長
の
評
価

は
？

み
ら
い
創
生　
坂さ

か

上う
え　
昌ま

さ

史ふ
み
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防
災
体
制
の
点
検
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

避
難
所
の
備
品
、断
水
の
対
策
は
ど
う
か
？

　
　
間
仕
切
り
テ
ン
ト
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
、

毛
布・
マ
ッ
ト
等
備
蓄
。
空
調
は
小
学
校
体

育
館
は
整
備
済
み
。
中
学
校
は
今
年
度
中
に

完
了
。
防
災
公
園
地
下
の
耐
震
貯
水
槽
に
、

60
ト
ン
の
飲
料
水
を
備
蓄
。

　
　
集
中
豪
雨
へ
の
対
策
は
ど
う
か
？

　
　
見
出
川
の
河
床
整
正
工
事
を
実
施
。
住

吉
川
へ
の
雨
水
流
出
抑
制
対
策
と
し
て
、地

問答問答

下
調
節
池
築
造
を
大
阪
府
が
進
め
て
い
る
。

　
　
小
中
学
校
の
一
人
一
台
の
端
末
利
用
の

状
況
は
？

　
　
デ
ジ
タ
ル
ド

リ
ル
活
用
で
生
徒

の
進
度
に
応
じ
た

指
導
が
可
能
。
家

庭
と
連
絡
を
取
り

つ
つ
適
切
な
利
用

を
図
る
。

問答

避
難
所
の
備
品
な
ど
防
災
体
制
、

学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
状
況
は
？

日
本
共
産
党
熊
取
町
会
議
員
団　
坂さ

か

上う
え　
巳み

生き

男お

　
　
転
入・定
住
促
進
事
業
に
つ
い
て
、人
口

増
加
に
つ
な
が
る
施
策
と
し
て
、奨
学
金
返

還
支
援
事
業
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
？

　
　
希
望
す
る
職
種
が
集
積
す
る
大
都
市
圏

へ
の
転
出
傾
向
が
強
い
の
で
、導
入
は
考
え

て
い
な
い
。

　
　
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
？

　
　
地
域
少
子
化
対
策
重
点
推
進
交
付
金
事

業
で
あ
る
が
、令
和
9
年
度
以
降
縮
小
さ
れ

る
見
込
み
な
の
で
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

問答問答

　
　
子
育
て
に
つ
い
て
、５
歳
児
健
診
導
入

に
つ
い
て
は
？

　
　
令
和
９
年
度

中
に
は
立
ち
上
げ

る
よ
う
体
制
を
整

え
、10
年
度
に
は
、

実
施
し
て
い
き
た

い
。

問答

３
世
代
近
居
等
支
援
の
継
続
を
！

早
期
に
５
歳
児
健
診
の
導
入
を
！

熊
取
公
明
党　
渡わ

た
な
べ辺　

豊と
よ
こ子

大阪府町村議長会大阪府町村議長会
議員セミナー議員セミナーにに参加参加

　8月20日、府内町村議会議員を対象にシティ
プラザ大阪にて議員セミナーが開催されました。
　駒澤大学名誉教授の大山礼子氏を講師にお迎
えし、「地方議会の“いま”と“未来”を考える」を
テーマにしたセミナーを受講しました。
　多様な人材が議会に参画することで、審議が
活性化します。なり手不足を解消するために定
数を減らすのは悪循環だと、大変興味ある内容
のご講演でした。

くまとり議会だより　令和8年11月発行  No.759

会
派
代
表
質
問



各議員が問う
!

　　これどう
する？

一般質問

町のさまざまな課題について議員が提案も含めて、町に考えを聞くのが「一般質問」。
ここでは、各議員の質問内容をダイジェスト版でお知らせします。

石井一彰
1 副首都大阪の実現と熊取町・泉州地域

への効果について

2 泉州南未来像研究会を活用した部活動
地域展開の広域連携の可能性について

大林隆昭
1 第２次まち育てプラン(空家対策計画)について
2 農作業に伴う騒音と農業者の営農環境について

坂上昌史 1 高レベル放射性廃棄物の最終処分事業について

多和本英一
1 放課後児童クラブ（学童保育所）の運営

体制と組織管轄の見直しについて
2 いじめの現状把握と対策について

二見裕子

1 「子育ての町くまとり」の充実を図る全天候
型室内遊び場とアクセスの整備について

2 地震災害時等における「車中避難（車中泊）」
への対応と受入体制の事前整備について

3
地震災害時等における避難所の水・衛
生環境の確保と「災害時優先供給協定」
の活用について

河合弘樹
1 スポーツ関連支援・助成制度について
2 環境問題について

江川慶子

1 介護保険について
2 国民健康保険について
3 こども誰でも通園制度について
4 会計年度任用職員について

田中圭介
1 小中学校の危機管理・体制について
2 ブルーベリー農園について
3 熊取コロッケについて

　
　
副
首
都
化
に
よ
る
熊
取
町
へ
の
具
体
的

な
効
果
に
つ
い
て

　
　
副
首
都
整
備
の
具
体
的
効
果
は
今
後
明

確
化
さ
れ
る
た
め
、交
通・防
災
力
強
化
を
見

据
え
、泉
州
地
域
と
連
携
し
て
要
望・働
き
か

け
を
進
め
る
。

　
　
泉
州
地
域
と
の
連
携
に
つ
い
て

　
　
大
阪
府
へ
の
戦
略
的
政
策
誘
導
と
南
大

阪
創
生
首
長
会
議
を
通
じ
、泉
州
地
域
の
活

性
化
を
図
る
。

問答問答 副
首
都
大
阪
の
実
現
と

熊
取
町・泉
州
地
域
へ
の
効
果石い

し

井い　
一か

ず

彰あ
き

　
　
泉
州
山
手
線
と
大
阪
外
環
状
線
４
車
線

化
と
の
一
体
的
な
広
域
交
通
戦
略
に
つ
い
て

　
　
地
域
発
展
と

防
災
力
を
高
め
る

重
要
な
広
域
幹
線

道
路
。
早
期
事
業

化
を
要
望
し
て
い

く
。

問答

　
　
生
活
環
境
の
変
化
に
伴
い
、日
中
の
作

業
音
で
さ
え
ト
ラ
ブ
ル
と
な
り
、農
業
従
事

者
が
生
産
活
動
を
継
続
で
き
な
く
な
る
リ
ス

ク
を
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
か
？

　
　
本
町
は
住
宅
地
と
農
地
が
混
在
し
て
お

り
、営
農
上
農
業
者
と
周
辺
住
民
の
相
互
理

解
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
適
正
基
準
内
の

作
業
音
に
対
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
離
農
、耕
作

放
棄
地
の
増
加
に
繋
が
る
恐
れ
が
あ
る
。

　
　
農
業
者
が
安
心
し
て
生
産
活
動
を
継
続

問答問 顔
の
見
え
る
都
市
型
農
業
で

営
農
環
境
へ
の
理
解
促
進
を
！

で
き
る
よ
う
に
、相
互
理
解
の
た
め
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
て
は
ど
う
か
？

　
　
お
互
い
に
理

解
を
深
め
、共
存

共
栄
で
き
る
よ
う

に
、農
業
委
員
会

と
も
連
携
し
な
が

ら
や
っ
て
い
き
た

い
。

答

大お
お

林ば
や
し　
隆た

か

昭あ
き
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近
隣
で
は
、泉
佐
野
市・田
尻
町
が
教
育

委
員
会
管
轄
に
な
っ
て
い
る
が
本
町
は
ど
の

よ
う
に
考
え
評
価
し
て
い
る
か
？

　
　
大
阪
府
内
43
市
町
村
で
は
、福
祉
部
局

と
教
育
委
員
会
が
ほ
ぼ
同
数
の
状
況
に
あ
り

各
自
治
体
の
特
性
も
あ
り
、ど
ち
ら
が
適
当

で
あ
る
と
は
言
い
難
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
国
と
し
て
も
学
校
施
設
の
徹
底
活
用

を
強
く
推
進
し
て
い
る
。
泉
佐
野
市・
田
尻

町
に
出
向
き
確
認
し
た
と
こ
ろ
、学
校
の
教

問答要
望 小

学
校
の
児
童
が
通
う
学
童
保
育
所

縦
割
り
行
政
組
織
の
見
直
し
を
！職

員
と
学
童
保
育
の
支
援
員
、教
育
委
員
会

が
一
体
と
な
る
こ
と
で
、情
報
共
有
や
安
全

管
理
、災
害・イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
流
行

時
の
対
応
な
ど
の

メ
リ
ッ
ト
が
大
き

い
と
の
事
で
、本

町
も
行
政
改
革
、

組
織
管
轄
の
見
直

し
を
！

多た

和わ

本も
と　
英え

い

一い
ち

　
　
大
規
模
改
修
し
た
ひ
ま
わ
り
ド
ー
ム
内

の
部
屋
を
活
用
し
、常
設
の
室
内
遊
び
場
を

整
備
で
き
な
い
か
。

　
　
会
議
室
は
年
約
５
︐５
０
０
人
が
利
用

し
代
替
が
な
い
。
指
定
管
理
者
と
の
協
議
や

校
区
の
居
場
所
づ
く
り
の
あ
り
方
か
ら
も
困

難
。

　
　
　
ひ
ま
わ
り
ド
ー
ム
限
定
で
は
な
く
町

内
の
公
共
施
設
活
用
も
含
め
、全
天
候
型
遊

び
場
確
保
を
担
当
部
局
と
検
討
し
た
い
。

問答町
長

　
　
送
迎
負
担
の
軽
減
と
安
全
な
移
動
の
た

め
、小
学
生
の
ひ
ま
わ
り
バ
ス
利
用
を
無
償

化
で
き
な
い
か
。

　
　
令
和
7
年
度

に
有
償
運
行
を
再

開
し
た
と
こ
ろ

で
、室
内
遊
び
場

の
設
置
が
現
時
点

で
困
難
な
た
め
慎

重
に
判
断
す
る
。

問答

「
子
育
て
の
町
く
ま
と
り
」に

全
天
候
型
室
内
遊
び
場
の
設
置
を
！

二ふ
た

見み　
裕ひ

ろ

子こ

　
　
原
子
力
研
究
に
貢
献
し
、原
子
力
関
連

施
設
と
長
く
関
わ
っ
て
き
た
熊
取
町
と
し
て
、

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
問
題

を
ど
う
捉
え
る
の
か
。
全
国
で
文
献
調
査
が

進
む
中
、国
全
体
で
考
え
る
べ
き
課
題
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、電
力
消
費
地
と
し
て
の

立
場
か
ら
、今
後
の
議
論
の
必
要
性
も
含
め
、

町
長
の
認
識
を
伺
う
。

　
　
経
済
産
業
省
近
畿
経
済
産
業
局
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
環
境
課
か
ら
町
長
へ
の
面
談
を
求

問答

め
ら
れ
て
い
る
。
リ
ス
ク
と
安
全
確
保
、進

め
方
な
ど
国
の
考
え
方
を
し
っ
か
り
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の

最
終
処
分
問
題
を
ど
う
捉
え
る
か

坂さ
か

上う
え　

昌ま
さ

史ふ
み

　
　

ス
ポ
ー
ツ
関
連
支
援・
助
成
制
度
に
つ

い
て
、個
人
や
団
体
へ
の
遠
征
費
の
補
助
金

や
報
奨
金
の
支
給
制
度
に
つ
い
て
は
？　
　

　
　
ス
ポ
ー
ツ
分
野
に
お
い
て
活
躍
さ
れ
る

方
々
を
広
く
支
援
し
、次
世
代
の
育
成
や
ス

ポ
ー
ツ
振
興
を
通
じ
て
地
域
全
体
の
活
力
を

高
め
て
い
く
こ
と
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
、現
在
、他
市
町
の
状
況
や
補
助

基
準
等
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
、本
町
の
地
域
特
性
を
踏
ま
え
、目
的
が

問答

果
た
さ
れ
る
よ
う
な
制
度
の
在
り
方
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
全
国
大
会

出
場
者
に
是
非
と

も
奨
励
金
を
！

要
望

ス
ポ
ー
ツ
競
技
全
国
大
会
出
場
者

に
奨
励
金
を
！

河か
わ
い合　

弘ひ
ろ
き樹
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行政視察の受入れ行政視察の受入れ
　神奈川県湯河原町議会　議会運営委

員会の行政視察を受け入れ、熊取町議

会の議会改革について説明しました。

　議会カフェなど、住民の声を政策に

つなげる取り組みを紹介し、意見を交

わしました。

　今回の交流を今後の議会活動の充実

に生かしてまいります。

　
　

第
10
期
介
護
保
険
料
の
改
定
見
直
し

は
？

　
　
基
金
を
活
用
し
、保
険
料
の
引
き
上
げ

抑
制
に
向
け
て
検
討
す
る
。

　
　
マ
イ
ナ
保
険
証
や
資
格
確
認
書
に
関
す

る
相
談・支
援
体
制
は
？

　
　
窓
口
で
の
相
談
。
夜
間
休
日
窓
口
の
開

設
な
ど
を
継
続
し
て
対
応
す
る
。

　
　
４
月
開
始
さ
れ
た「
こ
ど
も
誰
で
も
通

園
制
度
」利
用
状
況
と
課
題
は
？

問答問答問 介
護・国
保
の
負
担
軽
減
を・誰
で
も

通
園
制
度・会
計
年
度
任
用
職
員

江え

川が
わ　
慶け

い

子こ

　
　
認
定
者
25
人
。
利
用
者
６
人
。
運
営
費

等
の
コ
ス
ト
面
や
集
団
生
活
へ
の
慣
ら
し
が

課
題
。

　
　
　
会
計
年
度

任
用
職
員
の「
３

年
ル
ー
ル
」を
廃

止
し
、雇
用
の
安

定
を
図
る
こ
と
。

答要
望

　
　
名
札
等
を
廃
止
し
て
い
く
自
治
体
が
増

え
て
い
る
が
、本
町
は
廃
止
の
検
討
は
？

　
　
現
時
点
で
は
検
討
し
て
い
な
い
。

　
　
校
内
の
防
犯
カ
メ
ラ
増
台
の
検
討
は
？

　
　
設
置
検
討
は
進
め
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　
学
校
に
も
導
入
を
推
奨
し
て
い
た「
録

音
機
能
付
き
電
話
」の
設
置
は
？

　
　
令
和
９
年
度
に
導
入
予
定
。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
で
ブ
ル
ー
ベ
リ

問答問答問答問 小
中
学
校
の
危
機
管
理
体
制
は
？

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、く
ま
コ
ロ
の
今
後
はー

を
使
用
し
た
品
数・寄
付
額
は
？

　
　
７
品・13
万
９
千
円
。

　
　
く
ま
コ
ロ
に

投
入
し
た
税
金
の

総
額
は
？

　
　
平
成
29
年
度

か
ら
令
和
７
年
度

ま
で
総
額
2
，２

７
５
万
円
。

答問答

田た

中な
か　
圭け

い

介す
け

12くまとり議会だより　令和8年11月発行  No.75

一
般
質
問



泉州南消防組合議会の動き泉州南消防組合議会の動き
災害対策と指令体制を視察
　泉州南消防組合の行政視察で、吹田市危機管理センターを訪問しました。災害
対策や危機管理体制を学び、平時の備えと迅速な情報共有・指揮体制の重要性を再
認識しました。

　また、更新された泉州南消防本部の司令センターで、指令システムや119番通報
への対応について説明を受けました。今回の学びを議会活動に生かし、熊取町の
防災・減災につなげてまいります。

泉州南消防組合の決算
～熊取町の負担額は約6億1,693万円～
　令和7年度一般会計決算が認定されました。歳出総額は約61億5,762万円で、消
防車両の更新や庁舎改修などが実施されました。
熊取町の負担額は約6億1,693万円で、前年度より約2,811万円、4.8％増加し、3市
3町の負担金総額の14.9％を占めています。
住民の命を守る消防・救急体制の確保とともに、町の財政負担や経費の使われ方を
確認し、持続可能な消防体制づくりに取り組んでまいります。

くまとり議会だより　令和8年11月発行  No.7513



ミルデューラ市からの14名と交流ミルデューラ市からの14名と交流
ようこそ熊取町へようこそ熊取町へ

交流期間　10月9日から17日までの９日間交流期間　10月9日から17日までの９日間

～　国際交流青少年受入事業　～～　国際交流青少年受入事業　～

大阪体育大学にて大阪体育大学にて

だんじり曳行だんじり曳行

日本文化体験　剣道日本文化体験　剣道

和田区にて和田区にて

1414くまとり議会だより　令和8年11月発行  No.75くまとり議会だより　令和8年11月発行  No.75



議場にて議場にて

野外交流会野外交流会

日本文化体験　茶道日本文化体験　茶道

日本文化体験　切り文字日本文化体験　切り文字

日本文化体験日本文化体験
書道書道

議員の懇談議員の懇談

1515 くまとり議会だより　令和8年11月発行  No.75くまとり議会だより　令和8年11月発行  No.75



　今回は、ご家族のおはなしや犬の飼い方のマナーやルール、また公共交通に関

することや子どもたちの未来を考えたご意見など幅広くおうかがいしました。

　貴重なご意見ありがとうございました。

次回　『議会カフェ』
開催のご案内

お友達や、ご家族・お子さまとご一緒に、ぜひお越しください。お友達や、ご家族・お子さまとご一緒に、ぜひお越しください。

もちろんお一人様でも大歓迎！　お気軽に！！もちろんお一人様でも大歓迎！　お気軽に！！

　８月１３日（木）午後1時30分から第３回目の「議会カフェ」を開催しました。

　総勢５名の方にお越しいただきました。
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く
ま
と
り
議
会
だ
よ
り

発
行
／
熊
取
町
議
会
　
編
集
／
広
報
委
員
会

熊
取
町
野
田
一
丁
目
１
番
１
号

令
和
８
年
11月

発
行

NO.75

熊
取
町
Facebook

熊
取
町
LINE

熊
取
町
Instagram

発
行
部
数
17,000部

１
部
当
た
り
15円

で
作
成
し
て
い
ま
す

編 

集 

後 

記

　

決
算
委
員
会
で
は
、
町
の

一
年
間
の
お
金
の
使
い
道
を

振
り
返
り
、
事
業
の
成
果
や

課
題
を
確
認
し
ま
し
た
。
物

価
高
騰
な
ど
厳
し
い
状
況
が

続
く
中
、
皆
さ
ま
の
暮
ら
し

を
支
え
る
取
組
を
、
こ
れ
か

ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
今
回
の
審
査

を
今
後
の
町
政
に
つ
な
げ
る

と
と
も
に
、
議
会
で
の
話
し

合
い
が
よ
り
身
近
に
伝
わ
る

よ
う
、
分
か
り
や
す
い
紙
面

づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
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坂
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広
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坂
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昌
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多
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英
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石
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一
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坂
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渡
辺　

豊
子

　

委　
　

員　

田
中　

圭
介

熊取町議会Youtubeチャ
ンネルでライブ中継、録
画配信を行っています。

12月定例会予定 議事の進み具合により、会議が終了している場合があります。
日程は変更する場合があります。事前にお問い合わせください。（議会事務局　072-452-9023）

本会議の日程みんなの議会、
傍聴しませんか？ 委員会の日程
会議はいずれも午前10時からです。

議会運営委員会

事業厚生常任委員会

総務文教常任委員会

12月2日（水）・3日（木）・15日（火）
［予備日］12月4日（金）

11月26日（木）・12月9日（水）
12月9日（水）
12月10日（木）11月26日（木）の議会運営委員会のみ午後1時30分から

たくさんご来場いただいている際は、一組約30分程度とさせていただきますのでご理解ください。

議会カフェ OPEN！

かむかむプラザ　文化 ・交流ラウンジ

11月9日月曜日13時30分～15時


